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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、グルタチオンの代謝とアミノ酸のペプチド転移の両方に関与する酵素をコードする遺伝子ファミリーのメンバーです。γ-グルタミルトランスフェラーゼの活性変化は、肝臓または腎臓における前癌状態または毒性状態のシグナルとなる可能性があります。この遺伝子によってコードされるタンパク質は重鎖と軽鎖で構成され、肺癌の発生に関与している可能性のある細胞膜関連タンパク質であるCT120と相互作用する可能性があります。[RefSeq提供、2008年7月],触媒活性：(5-L-グルタミル)ペプチド + アミノ酸 = ペプチド + 5-L-グルタミルアミノ酸。,機能：グルタチオン抱合体を切断する。,経路：硫黄代謝；グルタチオン代謝。,類似性：γ-グルタミルトランスフェラーゼファミリーに属する。,サブユニット：軽鎖と重鎖からなるヘテロ二量体。活性部位は軽鎖に位置する（類似性による）。アイソフォーム3はFAM57Aと相互作用する。,組織特異性：気道上皮細胞を除き、広範囲に発現しているが、発現レベルは低い。脳、心臓、腎臓、肝臓、肺、脾臓、精巣、気管で検出される。,
	研究分野
	タウリンおよびヒポタウリン代謝、セレノアミノ酸代謝、シアノアミノ酸代謝、グルタチオン代謝、アラキドン酸代謝
	画像データ
	

	エトポシド25μMで24時間処理したJurkat細胞ライセートの、γ-グルタミルトランスフェラーゼ4（重鎖、切断型Thr472）抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。

